
ぎ
ょ
さ
い
の
一
月
末
加
入
実
績
は
、
漁
獲
・
特
定
養
殖
・
漁
業
施
設
・
地
域
共

済
（
休
漁
補
償
）
の
共
済
金
額
総
合
計
で
九
百
六
十
二
億
二
千
三
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
度
の
加
入
計
画
は
一
千
五
百
十
億
円
で
す
の
で
、
達
成
率
で
六
十

三
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
同
期
と
比
べ
ま
す
と
、
漁
獲
共
済
で
は
、
小
型

合
併
漁
業
等
で
新
規
加
入
が
図
ら
れ
た
他
、
ほ
た
て
貝
桁
網
漁
業
等
で
共
済
限
度

額
が
上
昇
し
た
こ
と
に
加
え
、
各
漁
種
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ
、
二
十

二
億
四
千
二
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
特
定
養
殖
共
済
で
は
、
ほ
た
て
貝
等
養
殖

業
の
契
約
割
合
引
き
上
げ
に
よ
り
、四
十
億
一
千
一
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

漁
業
施
設
共
済
で
は
、
定
置
網
で
休
廃
業
が
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
六
千
四
百
万

円
減
少
と
な
り
、
地
域
共
済
を
あ
わ
せ
た
ぎ
ょ
さ
い
総
体
で
は
、
共
済
金
額
合
計

で
六
十
一
億
九
千
万
円
程
増
加
し
て
い
ま
す
。

積
立
ぷ
ら
す
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
積
立
額
で
七
十
九
億
七
千
八
百
万
円
と
な

り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
強
度
資
源
管
理
の
特
例
措
置
の
段
階
的
引
下
げ
の
影
響
に
よ
り
、

前
年
同
期
に
比
べ
二
億
九
千
九
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
も
残
り
二
ケ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
継
続
契
約
で
は
、
二
月
責
任

開
始
で
北
見
・
稚
内
管
内
の
「
ほ
た
て
貝
桁
網
漁
業
」、
日
高
管
内
の
「
中
型
・
小

型
合
併
漁
業
」、
北
見
・
留
萌
管
内
の
「
ほ
た
て
貝
養
殖
業
」
等
が
、
三
月
責
任
開

始
で
は
全
道
各
地
区
の
「
中
型
・
小
型
合
併
漁
業
」、
小
樽
・
留
萌
管
内
の
「
え
び

籠
漁
業
」、
北
見
・
稚
内
管
内
の
「
か
に
籠
漁
業
」
等
が
あ
り
、
新
規
契
約
で
は
、

留
萌
管
内
の
「
ほ
た
て
貝
養
殖
業
」
等
の
加
入
推
進
を
予
定
し
て
お
り
、
積
立
ぷ

―
共
済
金
額
で
前
年
対
比
約
六
十
二
億
円
の
増
加
―

―
共
済
金
額
で
前
年
対
比
約
六
十
二
億
円
の
増
加
―

ら
す
と
共
に
更
な
る
補
償
の
充
実
を
ご
提
案
し
て
参
り
ま
す
の
で
関
係
各
位
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
加
入
実
績

ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
加
入
実
績

　　　　　　      令和７年度　ぎょさい・積立ぷらす １月末引受実績（速報）　

金額単位：百万円

共済金額 積立金額 共済金額 積立金額 共済金額 積立金額

△ 409 

－ － △ 64 － 

△ 299 

－ － － 

△ 299 

（注1）共済金額は漁業共済、積立金額は積立ぷらすの漁業者積立申込金額である。

前年対比

漁

業

共

済

漁 　獲　 共　 済

特 定 養 殖 共 済

漁 業 施 設 共 済

合　　　計

地 域 共 済（休漁補償）

総　　　合　　　計

　　　　　　　　　項　目
本年度実績 前年度実績

区 分

（
一
月
末
速
報
）
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昨
年
十
二
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
定
置
漁
業
協
会
主
催
の
「
定

置
漁
業
振
興
会
議
」
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
秋
さ
け
定
置
漁
業
に
係
る

漁
獲
共
済
・
積
立
ぷ
ら
す
及
び
漁
業
施
設
共
済
の
地
区
別
引
受
実
績
と
支

払
（
払
戻
）
見
込
等
を
報
告
致
し
ま
し
た
。

漁
獲
共
済
の
支
払
見
込
は
、
全
道
的
な
さ
け
の
大
不
漁
に
よ
り
水
揚

金
額
が
激
減
し
た
こ
と
か
ら
、
全
道
で
三
百
六
十
一
件
、
共
済
金
で

五
十
八
億
五
千
四
百
万
円
（
前
年
対
比 
百
二
十
七
件
、
約
二
十
二
億
円

増
加
）、
積
立
ぷ
ら
す
の
払
戻
見
込
で
は
五
百
四
十
八
件
、
払
戻
金
で

百
八
十
五
億
三
千
七
百
万
円
（
前
年
対
比 

五
十
七
件
、
約
六
十
四
億
円

増
加
）、
と
な
る
こ
と
を
報
告
致
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
各
地
区
の
加
入
率
や
補
償
水
準
に
対
す
る
漁
獲
金
額
の
状
況
、

共
済
組
合
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
か
ら
の
さ
け
定
置
漁
業
の
全
道

の
水
揚
げ
と
漁
獲
共
済
・
積
立
ぷ
ら
す
の
加
入
・
支
払
実
績
、
旧
積
立
ぷ

ら
す
が
実
施
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
加
入
実
績
の
伸
長
状
況
、
近

年
の
全
道
的
な
来
遊
不
振
に
よ
り
支
払
・
払
戻
が
増
加
し
、
令
和
七
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
最
大
支
払
と
な
っ
て
い
た
令
和
元
年
度
の
百
八
十
一
億

円
を
大
幅
に
上
回
り
、
令
和
七
年
度
が
過
去
最
大
の
二
百
四
十
四
億
円
程

の
支
払
見
込
と
な
る
こ
と
等
を
報
告
致
し
ま
し
た
。

―
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
の
合
計
で
過
去
最
大
の
支
払
に
―

―
共
済
金
・
積
立
ぷ
ら
す
の
合
計
で
過
去
最
大
の
支
払
に
―

令
和
七
年
度
「
秋
さ
け
定
置
」
支
払
見
込
等
を
報
告

令
和
七
年
度
「
秋
さ
け
定
置
」
支
払
見
込
等
を
報
告

令和７年度　秋さけ定置　漁業共済・積立ぷらす　地区別引受実績と支払見込

件 数 共済限度額 共済金額 件 数 共　済　金 件数
漁業者本人
積　立　額

件数
合　　　計
払　戻　額

件 数 共済価額 共済金額 件 数 共　済　金

件 百万円 百万円 件 百万円 件 百万円 件 百万円 件 百万円 百万円 件 百万円

小　　樽 53   1,898   1,631   49   424     52   131     50   457     39   460     296     - -

桧　　山 12   253     250     12   83      12   24      11   91      2    23      18      -    -       

函　　館 48   579     425     29   115     38   150     27   440     0 0 0 -    -       

室　　蘭 23   993     978     17   186     45   267     43   1,051   9    203     104     1    7       

日　　高 45   1,936   1,870   28   320     45   565     42   1,968   20   649     318     -    -       

釧　　路 36   1,772   1,772   24   376     38   467     36   1,681   52   1,642   862     4    71      

根　　室 135  5,463   5,438   124  1,483   240  1,323   239  5,125   40   860     502     -    -       

北　　見 48   16,446  13,829  37   2,250   50   1,783   46   6,336   133  4,404   2,387   9    30      

稚　　内 42   3,827   3,827   29   549     41   350     41   1,117   2    27      13      -    -       

留　　萌 13   803     438     12   68      13   70      13   271     4    80      33      -    -       

合　  計 455  33,970  30,458  361  5,854   574  5,130   548  18,537  301  8,348   4,533   14   108     

前 年 度
実　　績

450  33,912  30,281  234  3,574   586  5,637   491  12,081  304  8,458   4,583   13   135     

前 年 度
対　　比

5 58 177 127 2,280 △ 12 △ 507 57 6,456 △ 3 △ 110 △ 50 1 △ 27 

※支払見込及び払戻見込は11月30日現在の漁獲金額、被害状況により算定した。

※払戻額は漁業者１＋国３の合計額である。

※漁業施設共済の件数は契約網数で夫々記載した。

払　戻　見　込地　　区

漁　　獲　　共　　済 漁　業　施　設　共　済

引　受　実　績 支　払　見　込 引　受　実　績 支　払　見　込

積　立　ぷ　ら　す

引　受　実　績
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秋
さ
け
定
置
　
水
揚
金
額
の
推
移
と
「
ぎ
ょ
さ
い
（
漁
獲
共
済
）
・
積
立
ぷ
ら
す
」
加
入
・
支
払
状
況

昭 和 3 9 年

昭 和 4 0 年

昭 和 4 1 年

昭 和 4 2 年

昭 和 4 3 年

昭 和 4 4 年

昭 和 4 5 年

昭 和 4 6 年

昭 和 4 7 年

昭 和 4 8 年

昭 和 4 9 年

昭 和 5 0 年

昭 和 5 1 年

昭 和 5 2 年

昭 和 5 3 年

昭 和 5 4 年

昭 和 5 5 年

昭 和 5 6 年

昭 和 5 7 年

昭 和 5 8 年

昭 和 5 9 年

昭 和 6 0 年

昭 和 6 1 年

昭 和 6 2 年

昭 和 6 3 年

平 成 元 年

平 成 ２ 年

平 成 ３ 年

平 成 ４ 年

平 成 ５ 年

平 成 ６ 年

平 成 ７ 年

平 成 ８ 年

平 成 ９ 年

平 成 1 0 年

平 成 1 1 年

平 成 1 2 年

平 成 1 3 年

平 成 1 4 年

平 成 1 5 年

平 成 1 6 年

平 成 1 7 年

平 成 1 8 年

平 成 1 9 年

平 成 2 0 年

平 成 2 1 年

平 成 2 2 年

平 成 2 3 年

平 成 2 4 年

平 成 2 5 年

平 成 2 6 年

平 成 2 7 年

平 成 2 8 年

平 成 2 9 年

平 成 3 0 年

令 和 元 年

令 和 2 年

令 和 ３ 年

令 和 ４ 年

令 和 ５ 年

令 和 ６ 年

令 和 ７ 年

億
円

漁
業
者
負
担
純
掛
金

参
考
：
さ
け
定
置
の
水
揚
金
額
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積
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補
て
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金

１
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旧
積
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ぷ
ら
す

新
積
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ぷ
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す

令
和
元
年

獲

ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す

支
払

１
８
１
億
円

令
和
７
年

ク
ロ
マ
グ
ロ
強
度
タ
イ
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払
戻
判
定
金
額

５
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令
和
７
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支
払
見
込

合
計
２
４
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億
円
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「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　
第
二
十
回

「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　
第
二
十
回

ぎ
ょ
さ
い
制
度
は
世
界
に
類
を
見
な
い
、
類
ま
れ
な
る
制
度

ぎ
ょ
さ
い
制
度
は
世
界
に
類
を
見
な
い
、
類
ま
れ
な
る
制
度

東
北
の
老
漁
業
者
か
ら
の
一
通
の
手
紙
を
き
っ
か
け
に
、
沿
岸
漁
業
者
の
生
活
安
定

の
た
め
の
漁
協
組
織
に
よ
る
共
済
事
業
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
全
国
水
産
業
協
同
組
合

共
済
会
（
全
水
共:

現
在
の
共
水
連
）
設
立
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
火

災
共
済
の
み
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
厚
生
共
済
（
チ
ョ
コ
ー
）
の
実
施
へ
と
事
業
が
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
全
国
の
漁
業
者
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
の
が
、『
自
然
災

害
等
に
よ
る
不
漁
か
ら
漁
業
経
営
を
守
る
』
た
め
の
共
済
、
所
謂
【
漁
業
共
済
制
度
の

実
現
】
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
か
ら
調
査
研
究
が
始
ま
り
、
紆
余
曲
折
の
の
ち
、
昭
和
三
十
二
年
か

ら
全
水
共
で
の
試
験
実
施
を
経
て
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
、
全
国
の
漁
業
者
が
総
力

を
挙
げ
て
一
大
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
に
『
漁
業
災
害
補
償
法
』

が
制
定
さ
れ
（
同
年
九
月
、
北
海
道
漁
業
共
済
組
合
設
立
）
同
年
十
月
に
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

ぎ
ょ
さ
い
制
度
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
、
日
高
・
道
南
・
根
室
支
所
勤
務
時
代
に
加

入
推
進
は
も
と
よ
り
、
引
受
・
支
払
査
定
事
務
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
今
日
の
よ
う
な
『
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
』
も
な
く
、
浜
か
ら
は
ぎ
ょ

さ
い
制
度
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
も
数
多
く
、
継
続
加
入
の
取
り
ま
と
め
が
精
一
杯
で
新

規
加
入
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
『
積
立
ぷ
ら
す
』
も
当
初
は
、
計
画
的
に
資
源
管

理
や
漁
場
改
善
に
取
り
組
む
漁
業
者
が
対
象
で
は
な
く
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
漁
業
者

を
対
象
と
し
た
青
色
申
告
に
よ
る
過
去
三
年
の
所
得
金
額
か
ら
加
入
対
象
者
を
判
定
す

る
方
式
で
あ
り
、
判
定
作
業
に
多
大
な
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
漁

業
者
と
国
の
積
立
額
も
一
対
一
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、『
積
立
ぷ
ら
す
』
の
加
入
要
件
、
漁
業
者
と
国
の
積
立
額
も
一
対
三
と
改
善

さ
れ
、
加
え
て
漁
業
共
済
の
掛
金
に
対
す
る
追
加
補
助
も
あ
り
、
よ
り
加
入
し
や
す
い
制

度
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
加
入
が
進
ま
な
か
っ
た
小
型
合
併
等
の
漁
種
の
加
入
が

促
進
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
前
か
ら
も
意
見
が
あ
り
ま
す
本
体
事
業
で
あ
る
漁
業
共
済
自
体

の
補
償
水
準
（
共
済
限
度
額
率
）、
共
済
掛
金
の
国
庫
補
助
に
お
け
る
補
助
限
度
率
な
ど
、

現
行
の
『
漁
業
災
害
補
償
法
』
に
お
け
る
制
度
の
見
直
し
の
課
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
「
ぎ
ょ
さ
い
」
の
補
償
水
準
を
も
と
に
積
立
額
の
算
定
を
行
っ

て
お
り
、
漁
獲
金
額
の
減
少
が
続
く
状
況
下
で
は
「
ぎ
ょ
さ
い
」
に
よ
る
補
償
水
準
で
は

『
所
得
補
償
制
度
』
と
し
て
考
え
る
と
ま
だ
改
善
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
先
ず
は
法
制
化
を
し
、
全
国
の
多
く
の
漁
業
者
に
加
入
い
た
だ
き
制
度
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ぎ
ょ
さ
い
制
度
は
世
界
に
類
を
見
な
い
、
類
ま
れ
な
る
制
度
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の

加
入
に
よ
っ
て
協
同
運
動
の
力
を
結
集
し
、
今
後
さ
ら
な
る
良
い
制
度
と
し
て
確
立
し
、

安
定
し
た
資
源
と
漁
業
経
営
が
後
世
に
引
継
が
れ
、
日
本
の
重
要
な
食
糧
産
業
と
し
て
漁

業
が
未
来
永
劫
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」（
ぎ
ょ
さ
い
＋
積

立
ぷ
ら
す
）
の
普
及
・
普
遍
的
加
入
の
実
現
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
、「
ぎ
ょ
さ
い
・
積

立
ぷ
ら
す
」
北
海
道
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
昨
年

九
月
か
ら
委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
共
水
連
北

海
道
事
務
所 

畠
山
所
長
代
理
に
、
こ
の
普
及
啓
発
に

か
け
る
思
い
を
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
の
紙
面
を
通
じ
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲畠山所長代理

342026.2


